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グローバルビジネスコース（ＧＢＣ）レポート第 4 号 

令和 4 年 2 月 

兵庫県立大学 GBC では、令和３年度に一般入試による４月入学生 49 名と、９月入学生

として 13 カ国・1 地域、新たに５カ国から 43 名を 3 期生として受入れています。 

年明けより新型コロナウイルス感染症の拡大懸念が再び高まる中、日本への入国を厳し

く制限する外務省の水際対策措置が依然として続いています。その影響により、９月入学生

のうち、神戸商科キャンパス内の国際学生寮（グローバル・ハウス）への入寮を果たしたの

は、日本の在留資格を有していた学生 4 名と 10 月に来日したタイ政府の国費留学生の６名

のみです。すでにお伝えしたとおり、本学 GBC は令和 3 年度より 3 年間、公立大学では 

唯一、文部科学省の「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」に採択されまし

た。その結果、今年度９月には優秀な留学生 8 名が政府の国費留学生として GBC に入学し

ています。しかしながら、国費留学生を含め、総勢 34 名（うち 1 名は令和 2 年 9 月入学生）

の留学生の来日が未だ困難な状況です。本学の授業はコロナ禍においても感染防止対策を

講じて対面の実施を基本方針としていますが、未入国の留学生向けに、オンライン及びハイ

ブリッドの授業を実施しています。  

GBC 留学生支援のためにご寄附を賜りました皆様方のおかげで、今年度も 9 月入学生 

１年次生に対して、一人当たり 10 万円を「GBC 留学生スタートアップ奨学金」として支給

させていただくことができました。奨学金給付式が令和 3 年 11 月にハイブリッド形式で 

行われ、本学のみならず 1 年次生全員が皆様方のご厚意に深く感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GBC留学生スタートアップ奨学金給付式 

（令和３年１１月 18日） 
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１ GBC 留学生（9 月入学生）の出身国・地域 
                                    令和 4年２月 15日現在 

国・地域名 

令和元年 9月入学 令和 2年 9月入学 令和 3年 9月入学 

在籍者数 
男女構成 在籍者

数 

男女構成 
在籍者数 

男女構成 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 

バングラデシュ 2 2         1 1   

ベラルーシ             1 1   

ブータン 1 1               

カンボジア             1 1   

中国 1   1 2 1 1       

インド 1   1 1 1   4 2 2 

インドネシア 7 2 5 6 3 3 5 1 4 

マレーシア       3   3 1   1 

メキシコ             1 1   

モンゴル             2 1 1 

パキスタン       2 2   3 2 1 

フィリピン       1 1         

ルーマニア 2 1 1 1 1※   3 1 2 

タイ 14 7 7 4 1 3 10 4 6 

トルコ 1 1               

ベトナム 6 4 2 6 3 3 7 3 4 

ザンビア       1 1         

ジンバブエ             1 1   

台湾 5 1 4 4 1 3 3 1 2 

計 40 19 21 31 15 16 43 20 23 

※休学中 

 

２ GBC留学生の動向 

先述のとおり、33 名の 9 月入学生が未入国ですが、そのような中、在外の新 1 年次生は、

日本との時差のため寝る時間帯を工夫したり、インターネット環境の安定性を確保する 

必要があるなど多数の困難にも関わらず、オンライン授業でグループワークやディスカッ

ションに積極的に参加しています。すでに入寮した 1 年次生は、寮での生活をはじめ、日本

での日常などについて定期的に未入国の同級生向けに SNS に投稿をするなど、さまざまな

方法で絆を深めています。未入国者全員が一刻も早く来日を果たし、グローバル・ハウスで

集まることに期待を寄せており、とても楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

寮生によるクリーンアップ・デイは 

クリスマス模様（令和 3年 12月） 
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RA として残寮しなかった 2 年次生は、それぞれが新しい環境で生活をしています。   

多くの留学生にとってこれが初めての一人暮らしとなり、より責任感が培われる機会とし

て 成長が期待されます。成績が良好であれば授業料免除や奨学金を受けることができる

ため、GBC 留学生の傾向として、経済的利益の実感が学習意欲につながっています。 

   

「インド文化日」－グローバル・

ハウスで、国際交流センターに

よる実施（令和３年 11月） 

大学間のテーブルテニス大会に

参加している GBC留学生 

（令和３年 11月） 

GBC初のフォトコンテスト 

（令和３年 11月）

   

３ GBC留学生の授業 

2 年次生は、今学期の『日本文化体験プログラム』において、近隣の高等学校との交流を 

通して日本の芸術・書道についての学びを深めました。本プログラムでは、その他にも日本

における就職活動の背景と特徴、日本の企業文化、組織論に関する講義も実施されました。

講義では、アクティブラーニングの一手段としてグループワークが活発に行われています。

適切な感染防止対策を講じながらグループワークを行い、学生にとって将来的にチームの

一員として協力し合うスキルを育成する一助となっています。 

 

   
『日本文化体験プログラム』 

伊川谷北高校学校との交流  

（令和 3 年 11 月） 

『リサーチ・セミナー』－SDGｓに関するグループワーク    

（令和 3年 11月）
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４ 3年次生の進路支援関連 

３年次生にとっては就職活動が本格化するなど、卒業後の具体的な計画を立てる時期と

なっています。本学では GBC 留学生のニーズを把握し、卒業後の進路設定を支援するべく

様々な措置を講じています。日本企業への就職には日本語能力の向上が必須です。日本企業

でのインターンシップに初めて参加をした留学生もいます。３年次生には一期生であるた

め相談できる先輩がいませんが、後輩たちの歩む道を自ら切り開くパイオニアの使命を 

感じている学生もいます。 

         

就職活動と研究計画に関して気楽に教員と相談し

ている 3年次生（令和４年 1月） 

英語での就職活動の情報提供・掲示

令和 4 年 1 月には、起業家やジェトロなどの協力により、「VENTURinno ’22」と題して、

本学主催のベンチャーコンテストが盛大に実施されました。参加した GBC 学生はチームに

分かれて新規事業提案を行いました。中には SDGs を取り入れるなど工夫を凝らしたもの

が多く、学生には起業家精神の刺激を受ける場となり、企業関係者とつながる貴重な機会を

得ることができました。 

 

５ コロナ感染症への対応 

グローバル・ハウスでは、寮内でのマスク着用徹底など、あらゆる感染防止対策を講じて

いましたが、市中感染が高まった 1 月中に寮生の感染が確認され、大学としてクラスター

を未然に防ぐために緊急的な対応が求められました。保健所と連携して感染者を神戸市の

隔離施設に移送させると同時に、同室者等を濃厚接触者に特定して個室での自主隔離を 

実施しました。隔離中の寮生には、頼もしい 2 年次生のレジデント・アシスタント（RA）

が食料調達の手伝いをするなど、日々の支援を行っていました。 

 

１位を取ったのは 

リサイクル事業提案 
学生の発表 起業家と交流している 3年次生 
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６ ＧＢＣの広報活動 

 GＢＣのＰＶや、インスタグラムは以下をご覧ください。  

 

 

 

                                     

その他の SNS はこちら↓からどうぞ！        

（インスタグラム記事の掲載となります） 

 

 

    

 

GBC公式 Instagram 国際学生寮紹介 PV 

GBC公式 Facebook GBC公式 Twitter 

GBC Instagramイメージ 

GBC Twitterイメージ 

本レポートを作成するにあたり、GBC1年次生、2年次生、3年次生の 

多くの皆さんにご協力をいただいたことに深く感謝します。 

編集：特任助教ニニッチ、国際交流・学生課 


